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」
概
念
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形
成
と
出
雲
神
話
を
中
心
に
ー

神話研究におけるr粟鹿交明翻元記』の史料価値（前之園）

前
之
園
　
亮
　
一

　
日
本
神
話
の
研
究
は
、
き
ま
ざ
ま
な
文
献
や
資
料
を
活
用
し
て
い
ろ
い
ろ
な
学
問
分
野
の
立
場
か
ら
幾
多
の
優
れ
た
研
究
が
発
表
さ

れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
文
化
人
類
学
・
比
較
神
話
学
か
ら
の
研
究
は
め
ざ
ま
し
く
、
祭
儀
的
方
面
か
ら
の
研
究
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
文
献
史
学
か
ら
の
研
究
は
や
や
影
が
薄
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
小
稿
で
は
戦
後
に
発
見
さ

れ
、
是
沢
恭
三
．
田
中
卓
両
大
家
に
よ
っ
て
紹
介
研
究
さ
れ
た
『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
『
粟
鹿
大
神
元
記
』
と
い
う
文
献
が
、
神
話
研
究

に
お
い
て
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
な
ど
の
主
要
文
献
と
同
等
に
、
広
く
活
用
さ
れ
る
べ
き
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
「
神
」
概
念
の
発
達
や
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
・
素
佐
乃
乎
命
神
窩
譜
の
形
成
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
老
え
て
み
た
い
。

一
　
『
元
記
』
の
体
裁
・
内
容
と
研
究
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
わ
ぺ

　
『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
と
『
粟
鹿
大
神
元
記
』
は
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
神
社
の
祭
神
の
神
系
譜
と
国
造
神
部
氏
の
系
譜
を
記
し
、

『
古
事
記
』
撰
録
よ
り
も
古
い
「
和
銅
元
年
八
月
十
三
日
」
の
年
紀
を
有
す
る
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
り
、
現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
に

架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
は
九
条
家
文
書
の
中
に
発
見
さ
れ
た
鎌
倉
か
ら
室
町
初
期
頃
の
写
し
で
あ
り
（
以
下
、
九
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神話研究におけるr粟鹿炎明馨元記』の史料価値（前之園）

条
家
本
『
元
記
』
と
呼
称
す
る
）
、
『
粟
鹿
大
神
元
記
』
は
明
治
四
十
年
に
谷
森
善
臣
翁
が
田
中
教
忠
氏
所
蔵
の
「
古
巻
」
（
現
在
所
在

不
明
）
を
書
写
し
て
袋
綴
一
冊
に
作
っ
た
も
の
で
（
以
下
、
谷
森
本
『
元
記
』
と
呼
称
す
る
）
、
い
ず
れ
も
原
本
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

一
見
し
て
原
本
の
古
さ
が
推
測
さ
れ
、
数
々
の
興
味
深
い
記
述
を
満
載
し
た
希
代
の
古
記
録
で
あ
る
。

　
こ
の
二
種
類
の
『
元
記
』
は
是
沢
恭
三
氏
に
よ
っ
て
戦
後
初
め
て
世
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
全
文
は
す
で
に
是
沢
氏
と
田
中
卓
氏
が
後

述
の
論
文
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
一
度
、
谷
森
本
『
元
記
』
の
全
文
と
九
条
家
本
『
元
記
』
の
一
部
を
左
に
掲

出
す
る
。
な
お
谷
森
本
『
元
記
』
と
九
条
家
本
『
元
記
』
の
記
事
内
容
は
大
同
小
異
で
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
が
、
記
載
様
式
に
お
い

て
九
条
家
本
は
大
部
分
が
竪
系
図
と
な
っ
て
い
て
、
本
研
究
年
報
の
よ
う
な
洋
装
本
に
掲
出
す
る
の
に
は
や
や
不
便
で
あ
り
、
ま
た
紙

数
の
制
約
も
あ
っ
て
全
文
を
紹
介
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
是
沢
氏
の
論
文
に
全
文
と
そ
の
写
真
版
が
お
さ
め
て
あ
る
の
で
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
谷
森
本
『
元
記
』
は
袋
綴
一
冊
、
本
文
十
一
枚
、
一
面
十
行
、
一
行
二
十
六
字
詰
、
別
に
奥
書
一
枚
。
表
紙
題
箋
に
「
粟
鹿

大
神
元
鶏
鞄
誰
」
、
表
紙
謬
「
延
喜
式
神
名
下
但
馬
国
朝
来
郡
麗
神
社
焔
神
」
と
あ
勉
本
文
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
大
神
元
記

新
羅
将
軍
正
六
位
上
神
部
直
根
悶
謹
言

依
二
　
勅
宣
旨
一
勘
注
言
上
、
但
馬
国
鎮
守
阿
米
美
佐
利
命
、
粟
鹿
大
神
元
記
、

神
祖
伊
佐
那
伎
命
与
二
妹
伊
佐
那
美
命
一
二
神
相
生
之
児
、

　
合
参
神
、

　
　
大
日
神

　
　
次
月
神
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神話研究における『粟鹿突明翻元記』の史料価値（前之園）

　
　
次
素
佐
乃
乎
命

此
素
佐
乃
乎
命
登
レ
天
、
従
レ
天
降
－
来
二
於
出
雲
樋
川
上
鳥
上
山
↓
婆
二
伊
那
多
美
夜
奴
斯
名
須
佐
能
夜
都
美
弥
之
女
久
斯
伊
那
多
比
弥
一

生
児
、
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
古
夜
斯
麻
斯
奴
、
婆
二
大
山
都
美
之
女
木
花
知
利
比
売
一
生
児
、
布
波
能
母
知
汗
那
須
奴
、

肇
一
濃
迦
美
之
女
日
河
比
売
一
生
児
、
深
淵
之
水
夜
礼
花
、
婆
二
阿
麻
乃
都
刀
閑
乃
知
尼
一
生
児
、
意
弥
都
奴
、
嬰
二
布
努
都
弥
美
之
女
布

星
弥
美
一
生
児
、
天
布
由
伎
奴
、
婆
二
佐
志
久
斯
布
刀
比
売
之
女
佐
志
久
斯
和
可
比
奴
売
一
生
児
、
大
国
主
命
、
　
一
名
大
物
主
命
、
亦
名

意
冨
阿
那
母
知
命
、
亦
名
葦
原
色
蓑
命
、
亦
名
八
千
枠
命
、
亦
名
宇
都
志
国
玉
命
、
亦
名
幸
術
魂
辞
代
主
命
、
亦
名
八
嶋
男
命
、
婆
二

天
止
牟
移
比
売
一
生
児
、
阿
米
弥
佐
利
命
坐
、
粟
鹿
太
社
↓
又
婆
三
二
嶋
溝
杭
耳
之
女
玉
櫛
姫
一
生
児
、
溝
杭
矢
瀬
姫
躇
輔
五
十
鈴
姫
命
・
嫁
二

神
倭
伊
波
礼
毘
古
天
皇
一
生
一
一
神
沼
河
耳
天
皇
井
皇
子
↓
次
五
十
鈴
依
姫
命
、
嫁
二
神
沼
河
耳
天
皇
↓
生
二
磯
城
津
彦
玉
手
看
天
皇
↓
又
嬰
二

溝
杭
耳
之
孫
女
活
玉
依
姫
一
生
児
、
久
斯
比
賀
多
命
、
大
神
朝
臣
祖
也
、
自
二
神
倭
伊
波
礼
毘
古
天
皇
御
世
始
而
至
二
神
沼
河
耳
天
皇
御

世
一
為
二
内
臣
一
国
権
日
、
賜
墓
地
、
在
二
泉
国
知
努
乎
曽
村
↓

　
右
大
国
主
神
、
既
錐
レ
生
二
両
児
一
猶
未
レ
明
二
其
貌
↓
夜
之
曙
乃
去
、
曽
昼
不
ご
往
来
↓
於
レ
是
玉
櫛
姫
、
心
申
懐
レ
疑
、
続
二
綜
綜
衣
↓
至

　
レ
明
漸
尋
、
随
レ
論
追
寛
之
時
、
其
論
経
二
於
茅
淳
陶
村
↓
従
二
彼
処
一
直
指
二
大
倭
御
諸
嶽
↓
玉
櫛
姫
乃
知
二
大
神
↓
然
其
論
遺
二
留
本
所
↓

　
唯
有
三
二
廻
↓
因
レ
斯
号
一
一
意
冨
美
和
君
姓
一
也
、

此
久
斯
比
賀
多
命
、
嬰
二
宇
治
夜
須
姫
命
一
生
児
、
阿
麻
能
比
賀
太
命
、
妹
淳
申
底
仲
姫
命
、
嫁
一
一
片
塩
浮
穴
宮
御
宇
磯
城
津
彦
玉
手
看

天
皇
一
生
二
息
石
耳
命
、
次
大
日
本
彦
須
支
侶
天
皇
、
次
常
根
津
彦
某
兄
命
、
次
磯
城
津
彦
命
↓

　
又
大
和
氏
文
付
在
名
、
太
祁
知
遅
若
命
、

阿
麻
能
比
賀
太
命
肇
意
富
多
弊
良
姫
命
薦
甑
戸
忍
速
栖
浦
浦
善
命
・
．
縛
鼠
戸
忍
勝
速
日
命

　
又
大
和
氏
文
在
名
、
太
祁
弥
賀
乃
保
命
、
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神話研究における『粟鹿炎明魏元記』の史料価値（前之園）

櫛
越
戸
忍
勝
速
日
命
児
多
祁
伊
比
賀
都
命
、
亦
名
武
鬼
曽
ヒ
利
命
、
母
日
・
日
向
賀
牟
度
美
良
姫
命
↓

　
又
大
和
氏
文
在
名
、
阿
太
賀
多
須
命
、
此
者
和
爾
公
井
石
辺
公
等
祖
、
‘

次
伊
比
加
多
須
命
、

多
祁
伊
賀
都
命
児
耶
美
賀
乃
許
理
命
、
亦
名
武
越
折
命
、
母
日
・
出
雲
臣
上
祖
沙
麻
奈
姫
命
↓

耶
美
賀
乃
許
理
命
児
宇
麻
志
毛
呂
尼
命
、
亦
名
櫛
越
凝
命
、
母
日
・
丹
波
道
主
王
女
子
夜
知
姫
大
知
姫
命
↓

宇
麻
志
毛
呂
尼
命
児
刀
余
美
気
主
命
、
亦
名
云
二
飯
片
隅
命
↓
母
日
一
一
撰
勢
幡
主
命
女
子
賀
具
侶
姫
命
↓

刀
余
美
気
主
命
児
意
保
美
気
主
命
、
亦
名
云
二
神
田
ヒ
根
子
命
↓
母
日
・
木
国
奈
具
佐
彦
命
女
子
大
姫
命
ハ

意
保
美
気
主
命
児
大
田
々
祢
古
命
、
母
日
・
賀
毛
都
美
良
姫
命
↓
此
大
神
朝
臣
等
上
祖
　
、

右
大
田
≧
祢
古
命
、
磯
城
瑞
籠
宮
御
宇
食
国
所
知
御
間
城
入
彦
五
十
環
殖
天
皇
御
世
所
二
求
出
来
↓
乃
鎮
引
祭
大
物
主
大
神
一
之
祖
也
　
、

一
書
云
、
同
御
宇
五
戌
子
年
、
国
内
疫
病
、
人
民
死
亡
者
且
大
半
　
、
僧
姓
流
離
、
或
有
二
背
叛
↓
於
レ
是
、
天
皇
乃
幸
二
干
神
浅
茅
原
一

而
会
三
八
百
萬
神
一
以
卜
問
之
時
、
神
、
軽
境
原
宮
御
宇
大
日
本
根
古
彦
国
牽
天
皇
第
一
皇
女
託
二
於
倭
　
跡
日
百
襲
姫
命
一
日
天
皇
何

憂
二
国
之
不
ρ
治
也
、
若
敬
判
祭
我
一
者
、
必
当
二
自
平
一
　
、
我
是
大
国
主
神
者
、
時
随
二
神
教
一
祭
祖
、
然
猶
於
レ
事
無
レ
験
、
天
皇
乃
沐
浴

斎
戒
、
潔
副
浄
殿
内
一
而
祈
之
日
云
久
、
是
夜
夢
有
一
二
貴
人
一
一
、
向
副
立
殿
戸
一
自
称
云
、
大
国
主
神
、
当
今
以
二
吾
児
大
田
≧
祢
古
命
一
祭

レ
我
者
、
則
立
平
　
、
天
皇
便
以
一
一
夢
教
之
辞
一
布
判
告
天
下
↓
遍
求
二
大
田
々
祢
古
一
乃
得
二
茅
淳
陶
邑
一
焉
、
天
皇
親
間
日
、
汝
誰
子
者
乎
、

対
言
、
大
国
主
神
児
久
斯
比
方
命
九
継
之
孫
、
己
意
冨
太
々
祢
古
是
　
、
天
皇
大
悦
、
即
以
二
大
田
ヒ
祢
古
一
初
令
レ
拝
判
祭
大
国
主
神
↓

価
立
二
天
社
地
社
神
一
定
二
神
地
神
戸
↓
干
レ
時
疾
病
始
息
、
天
下
衡
倫
、
五
穀
既
登
、
値
姓
亦
饒
、
又
地
社
奉
レ
祭
二
八
百
萬
神
↓
詔
天
皇

朝
庭
奉
レ
仕
物
負
八
十
伴
緒
取
別
周
事
依
－
賜
国
一
日
、
食
国
政
取
持
、
白
賜
　

一
大
鴨
積
命
　
此
賀
茂
朝
臣
等
祖
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神話研究における『粟鹿炎明翻元記』の史料価値（前之園）

二
大
友
主
命
　
此
大
神
朝
臣
等
祖

三
大
多
彦
命
講
墾
蘇
離
鵯
轟
献
蔀
饗
樋
鄭
大
神
嘆
倭

　
右
大
多
彦
命
、
磯
城
瑞
無
宮
御
宇
初
国
所
知
御
間
城
入
彦
五
十
環
殖
天
皇
御
世
国
≧
荒
振
人
等
令
一
一
平
服
一
以
二
大
国
主
神
術
魂
荒
魂
一

　
取
副
着
於
枠
楯
太
刀
鏡
一
遣
二
於
西
国
↓
子
時
初
貢
一
一
男
女
之
調
物
↓
即
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
村
宿
住
　
也
、

四
意
富
弥
希
毛
知
命
、
歎
部
嗅
淡
路
国
三
原
郡
肇
饗
人
部
川
成

　
　
以
上
四
人
者
大
田
≧
祢
古
命
之
児
也
、

　
上
件
大
多
彦
命
御
墓
在
二
美
作
国
大
庭
郡
米
木
原
一

大
多
彦
命
児
大
彦
速
命
鰭
、
穂
覇
臣
等
祖
内
蟹
命
之
女
玉
降
姫

　
　
　
　
　
此
石
見
国
大
市
郡
神
直
、
美
作
国
大
庭
郡
神
直
、
又
品
治
部
葦

次
大
主
命
、

　
　
　
　
　
浦
君
等
先
祖
　
、

　
　
　
　
　
此
巻
向
日
代
宮
御
宇
大
帯
彦
忍
代
別
天
皇
行
司
幸
於
竺
志
一
之

次
水
練
命
、

　
　
　
　
　
時
持
晶
神
事
一
奉
仕
、
此
的
大
神
直
等
、
又
倭
御
川
部
等
先
祖
也
、

　
右
大
彦
速
命
、
纒
向
珠
城
宮
御
宇
活
目
入
彦
五
十
狭
茅
天
皇
御
世
但
馬
国
粟
鹿
嶺
荒
振
坐
大
神
在
、
云
二
大
国
主
神
御
子
天
美
佐
利

　
命
↓
形
如
二
紫
雲
一
化
、
懸
二
於
虚
中
↓
然
自
二
由
坂
一
通
往
還
人
、
十
蘇
人
往
来
人
十
人
殺
、
今
五
人
往
、
廿
人
往
来
十
人
殺
、
今
十

　
人
往
、
如
レ
是
状
不
一
二
二
↓
遍
経
二
数
年
二
、
時
干
大
彦
速
、
心
中
恐
催
、
祭
望
一
一
於
朝
庭
↓
此
神
状
申
顕
伎
、
即
朝
庭
雑
幣
吊
給
鎮

　
祭
伎
、
又
粟
鹿
嶽
白
鹿
角
間
粟
生
在
伎
、
傍
字
為
二
粟
鹿
大
神
↓
即
民
得
二
安
楽
↓
国
内
無
二
突
難
↓
叉
五
穀
登
穂
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
日
昌
甲
斐
国
造
等
上
祖
狭
積
穂
彦
命
女
角
姫

大
彦
速
命
児
武
押
雲
命
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
一

　
　
　
　
　
　
　
　
母
日
昌
的
大
神
直
等
上
祖
水
練
命
女
雲
別
姫
命
一

武
押
雲
命
児
猛
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
祭
主

猛
日
児
神
部
直
速
日
、
母
日
・
倭
三
川
君
等
上
祖
角
大
草
命
浦
稚
姫
命

　
右
人
磯
香
高
穴
穂
宮
御
宇
稚
足
彦
天
皇
御
世
依
二
神
拝
祭
一
神
部
直
姓
給
伎
、
又
但
馬
国
国
造
定
給
伎
、
即
祭
主
以
上
非
レ
顕
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神話研究における『粟鹿突明馨元記』の史料価値（前之園）

次
神
部
直
高
日
、

速
日
児
神
部
直
忍
、
母
日
・
物
部
連
小
事
之
姦
肇
姫
命

　
右
人
磐
余
稚
桜
宮
御
宇
息
長
大
足
姫
天
皇
御
世
但
馬
国
人
民
率
粟
鹿
大
神
荒
術
魂
取
－
着
於
船
鼻
一
傅
二
百
済
一
奉
レ
仕
、
然
返
祭
来

　
時
宗
、
同
朝
庭
神
事
取
持
奉
レ
仕
、
傍
但
馬
国
造
止
奉
レ
仕
定
給
賜
、
又
給
二
神
宝
楯
二
面
、
大
刀
二
柄
、
鏡
二
面
、
玉
一
箇
、
手
玉

　
一
箇
、
足
玉
一
箇
、
神
田
七
十
五
町
九
段
百
八
十
歩
、
神
戸
二
姻
↓
上
件
物
給
、
粟
鹿
大
神
宝
蔵
立
、
神
宝
物
畜
積
、
始
祭
主
忌
始
、

　
上
呼
十
一
月
寅
日
、
中
呼
子
日
、
下
呼
十
二
月
申
日
祭
鎮
、

次
神
部
直
弟
、

忍
児
神
部
直
伎
閑
、
母
日
・
嬢
同
物
部
連
小
事
之
女
子
小
安
姫
A
卯

　
右
人
粟
鹿
大
神
祭
主
奉
レ
仕
、

次
神
部
直
席
屋
、

次
女
神
部
直
乙
女
、

伎
閑
児
神
部
直
奈
久
、
婆
・
神
部
直
御
景
之
女
子
酒
タ

　
右
人
粟
鹿
大
神
祭
主
奉
レ
仕
、

次
神
部
直
小
麻
呂
、

　
祝
神
戸
等
祖
、

奈
久
児
神
部
直
宿
奈
、
婆
・
神
部
直
賀
牟
奈
美
之
女
子
都
良
女
↓

　
右
人
粟
鹿
大
神
祭
主
奉
レ
仕
、

次
神
部
直
萬
侶
伎
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神話研究におけるr粟鹿炎明轄元記』の史料価値（前之園）

　
田
部
等
之
祖
、

次
神
部
直
赤
麻
呂

　
神
部
等
之
祖
、

　
　
　
忌
部
祝
廿
人
、

　
　
　
忌
酒
女
祝
廿
人
、

宿
奈
児
神
部
直
二
身
、
姿
・
神
部
直
赤
丸
之
女
子
久
良
子
↓

　
右
人
粟
鹿
大
神
祭
主
奉
レ
仕
、

次
神
部
直
震
麻
呂
、

次
神
部
直
恒
、

　
　
　
忌
部
祝
計
人
、

　
　
　
忌
酒
女
祝
茄
人
、

二
身
児
神
部
直
小
椅
、
嬰
・
神
部
直
宿
奈
之
女
子
ホ
保
布
女
↓

　
右
人
、
粟
鹿
大
神
祭
主
奉
レ
仕

次
神
部
直
衰
志
、

次
神
部
颪
荒
鹿
、

次
神
部
直
与
庭

　
　
　
忌
部
祝
珊
人
、

　
　
　
忌
酒
女
祝
淵
人
、
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神話研究における『粟鹿美明翻元記』の史料価値（前之園）

小
椅
児
神
部
直
都
牟
自
、
嬰
・
神
部
直
衰
志
之
女
子
殿
女
↓

　
右
人
粟
鹿
大
神
祭
主
奉
レ
仕
、

次
神
部
直
宿
奈
、

　
　
　
忌
部
祝
升
人
、

　
　
　
忌
酒
女
祝
計
人
、

都
牟
自
児
大
九
位
神
部
直
萬
侶
、
嬰
・
神
部
直
　
　
之
女
子
秦
女
↓

　
右
人
難
波
長
柄
豊
前
宮
御
宇
天
萬
豊
日
天
皇
御
世
天
下
郡
領
井
国
造
県
領
定
賜
、
干
レ
時
朝
来
郡
国
造
事
取
持
申
、
即
大
九
位
叙
仕

　
奉

　
　
　
忌
部
祝
晋
人
、

　
　
　
忌
酒
女
祝
茄
人
、

　
　
　
官
戸
冊
五
人
奇
、

　
　
　
雑
役
等
、

萬
侶
児
神
部
直
根
聞
、

　
右
人
後
岡
本
朝
庭
御
宇
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
御
世
時
、
但
馬
国
民
率
新
羅
誌
仕
奉
、
即
返
参
来
、
同
朝
庭
御
宇
始
叙
二
朝
来
郡
大

　
領
司
一
所
レ
擬
仕
奉
、
又
近
江
大
津
宮
御
宇
天
命
開
別
天
皇
御
世
庚
午
籍
勘
造
日
依
二
書
算
知
一
而
国
政
取
持
、
国
造
県
領
井
殿
民
源
之

　
是
非
勘
定
注
朝
庭
進
即
庚
午
年
籍
、
粟
鹿
郷
上
戸
主
神
部
直
根
關
年
計
　
、
神
戸
里
切
分
奉
、
九
条
三
里
田
、
四
里
田
已
、
十
条
四

　
里
田
五
里
田
六
里
田
、
十
一
条
二
里
田
已
、
野
山
林
己
、

　
　
　
忌
部
祝
計
人
、
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神話砥究における『粟鹿炎明稼元記』の史料価値（前之園）

　
　
　
忌
酒
女
祝
冊
人
、

　
　
　
官
戸
冊
五
人
奇
、

　
　
　
雑
役
等
、

右
根
閉
氏
大
明
神
天
美
佐
利
命
者
、
神
氏
最
初
之
天
降
、
人
皇
治
化
之
崇
基
也
、
此
境
山
陰
道
但
馬
州
朝
来
郡
粟
鹿
郷
也
、
圷
時
山
海

混
沌
、
煙
雲
闇
霧
、
庶
民
漸
事
二
人
王
叫
神
霊
未
レ
入
一
一
皇
帰
↓
吾
親
皇
命
振
固
洲
天
下
御
坐
名
日
二
粟
鹿
大
明
神
一
也
、
花
夷
未
レ
頒
之
時
、

荊
樹
点
レ
瑞
之
処
、
天
下
俄
陰
、
罧
雨
久
洪
水
、
餓
餓
疫
腐
、
生
者
流
亡
時
焉
、
朝
庭
驚
奇
便
下
二
勅
宣
天
文
陰
陽
家
一
勘
奏
占
諮
、
大

国
主
命
子
天
美
佐
利
依
レ
未
レ
受
二
公
崇
一
忽
致
二
此
悟
突
一
也
云
ヒ
傍
下
一
一
勅
宣
↓
忽
建
二
宝
殿
↓
十
二
箇
所
別
社
、
神
戸
二
姻
、
神
田
七
十

五
町
五
段
百
八
十
歩
、
則
定
レ
神
立
レ
氏
井
祝
部
氏
請
副
下
大
和
国
大
神
明
神
氏
人
等
一
也
、
随
則
四
季
八
節
之
祭
、
忌
月
供
日
之
定
、
種

≧
神
宝
、
一
≧
礼
祭
、
自
レ
ホ
天
下
豊
登
、
人
民
安
平
、
是
則
一
天
之
乃
定
、
百
王
之
長
帰
也
、
我
大
明
神
天
降
之
時
十
一
代
後
根
閑

今
生
二
氏
中
一
已
勤
二
神
事
↓
為
レ
業
者
武
略
也
、
抑
新
羅
州
奉
周
為
我
朝
一
恣
有
二
虜
掠
之
心
↓
恒
成
一
一
度
レ
海
之
計
↓
数
率
二
屯
兵
一
常
以
合

戦
、
神
代
当
初
人
皇
次
後
已
此
兵
難
更
以
不
二
絶
間
一
者
、
亦
起
二
来
世
実
一
何
競
、
干
時
、
根
聞
生
年
三
十
也
、
親
被
二
本
朝
之
勅
↓
遠

対
二
異
域
之
将
↓
生
命
不
レ
顧
、
戦
勝
無
レ
眠
、
遂
而
伐
到
獲
彼
王
軍
一
也
、
雲
濤
万
里
、
自
得
二
亀
竈
之
扶
↓
弓
矢
千
陳
、
転
使
二
猿
鷹
而

泣
↓
渡
レ
海
登
レ
涯
、
忍
レ
寒
忘
レ
苦
、
彼
舟
帆
飛
而
遁
者
、
則
是
大
王
雄
風
之
徳
也
、
弦
筈
指
而
中
者
、
豊
非
二
明
神
霊
鏑
之
感
一
乎
、
勤

王
之
忠
愛
顕
、
将
軍
之
号
因
蒙
、
黍
思
二
鳳
閾
之
長
↓
今
遠
伝
二
勲
功
之
難
↓
古
護
レ
国
平
レ
世
憂
レ
醗
除
レ
尤
、
凡
以
二
我
氏
大
明
神
通
化

威
験
一
而
已
、
根
關
壮
日
云
醸
、
老
命
欲
レ
尽
、
今
弦
七
十
也
、
旧
譜
如
レ
此
、
後
代
可
二
亟
致
ジ
功
者
為
レ
名
也
、
其
盟
者
感
レ
神
　
、
為

レ
継
二
氏
於
万
代
一
令
二
我
神
部
而
掌
一
也
、
夫
海
底
之
石
非
レ
鉄
不
レ
釣
、
日
申
之
火
非
レ
玉
不
レ
把
、
越
鳥
必
巣
二
南
枝
↓
胡
馬
定
噺
二
北
風
↓

物
之
相
感
、
人
以
巨
レ
妨
、
況
更
我
氏
権
現
者
起
請
垂
　
乎
、
所
以
帝
範
頼
レ
誓
、
神
事
所
レ
期
遙
守
一
二
氏
之
礼
節
↓
可
レ
蟹
一
百
王
之
豊

年
二
庶
　
、
後
輩
同
以
一
一
是
心
一
神
代
記
内
次
≧
可
レ
実
二
録
之
一
耳
也
、
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神話研究における『粟鹿突明翻元記』の史料価値（前之園）

　
和
同
元
年
歳
次
賊
八
月
十
三
日
　
筆
取
、
神
部
八
島
、

　
　
　
勘
注
言
上
、
正
六
位
上
新
羅
将
軍
神
部
直
根
閑

神
祇
官

但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
明
神
元
記
勘
録
帳
証
文
、

　
長
保
四
年
正
月
廿
一
日

伯
守
従
四
位
下
秀
頼
王

従
五
位
上
行
大
副
卜
部
宿
祢
在
判

権
大
副
従
五
位
下
大
中
臣
朝
臣
輔
親

従
五
位
下
行
少
副
大
中
臣
朝
臣

従
五
位
下
行
権
少
副
大
中
臣
朝
臣

捺
二
官
印
↓
為
レ
令
二
公
験
輔
下
凶
領
於
社
一
如
レ
件
、

　
正
六
位
上
行
権
少
史
斎
部
宿
祢

　
正
六
位
上
行
大
祐
斎
部
宿
祢
在
判

　
正
六
位
上
行
権
大
祐
直
宿
祢

　
正
六
位
上
行
権
大
祐
大
中
臣
朝
臣

　
正
六
位
上
行
少
祐
伊
伎
宿
祢
在
判

　
正
六
位
上
行
権
少
祐
大
申
臣
朝
臣
在
判

　
正
六
位
上
行
権
少
祐
直
宿
祢
在
判

　
正
六
位
上
行
大
史
直
宿
祢
在
判

　
正
六
位
上
行
少
史
直
宿
祢

奉
行
　
同
年
十
二
月
廿
一
日

正
五
位
下
行
守
高
階
朝
臣
道
順

奥
書
は

「
和
同
元
年
八
月
十
三
日
勘
注
粟
鹿
大
神
元
記
一
巻
、
就
二
田
申
教
忠
氏
所
レ
蔵
古
巻
一
前
年
謄
写
既
詑
、
今
為
レ
便
一
一
披
読
一
更
清
副
写

一
本
一
以
珍
蔵
、
実
是
為
二
神
部
直
氏
旧
譜
一
　
、
按
二
延
喜
神
名
式
一
日
、
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
神
社
一
座
、
名
神
大
、
維
斯
元
記
、
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神話研究における『粟鹿突明轄元記』の史料価値（前之園）

先
一
一
和
銅
五
年
正
月
廿
八
日
撰
録
古
事
記
一
既
三
年
五
箇
月
絵
、
可
レ
謂
一
一
希
代
古
記
↓
又
有
一
一
幸
術
魂
、
術
魂
、
荒
魂
、
荒
術
魂
等
語
叫

可
二
以
孜
7
古
、
今
凌
二
寒
威
一
執
二
毫
毫
↓
偏
好
古
除
習
也
、
明
治
四
十
年
十
二
月
十
八
日
、
正
四
位
平
朝
臣
善
臣
九
十
一
齢
識
圃
圃

（上

�
ﾖ
之
記
」
の
印
）

明
治
四
十
一
年
一
月
廿
九
日
加
二
訓
点
一
詑
、
九
十
二
翁
靖
斎
善
臣
再
識
㊥
（
「
善
臣
の
印
」
）
L

と
あ
る
。

　
九
条
家
本
『
元
記
』
は
現
在
は
巻
子
本
に
装
訂
き
れ
て
あ
る
が
、
元
は
無
装
の
ま
ま
で
あ
り
、
包
紙
に
「
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
大
明

神
元
記
」
と
題
し
て
、
斐
紙
十
六
枚
続
き
に
本
文
を
墨
書
し
、
「
社
惣
行
事
神
節
依
　
行
事
印
之
　
在
判
」
と
い
う
継
目
裏
書
を
持
つ
。

そ
の
首
部
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
領
伝
領
為
旦

新
羅
将
軍
正
六
位
上
神
部
直
根
閾
謹
言
　
請
官
符
事

　
依
　
勅
宣
旨
勘
注
言
上
但
馬
国
鎮
守
阿
米
美
佐
利
命
粟
鹿
大
明
神
元
記

　
神
祖
伊
佐
那
伎
命
与
妹
伊
佐
那
美
命
二
神
相
生
之
児

　
　
合
参
神

　
　
　
大
日
神

　
　
　
次
月
神

　
　
　
次
素
佐
乃
乎
命
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－
㊤
N
H
I

比
素
佐
乃
乎
命
登
天
従
天
降
来
於
出
雲
樋
川
上
鳥
上
山
1
ー
要
伊
那
多
美
夜
奴
斯
名
須
佐
能

1
生
児
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
祢
那

（
圏
N
温
）
埋
坦
藝
倒
Q
麗
爬
照
職
齪
朕
』
即
躯
一
8
蕪
応
聾
幹



（
圏
N
寝
）
迎
題
蕪
叡
e
『
昭
暇
騨
罫
蘇
姻
蘇
』
ゆ
b
爬
思
潔
志
聴
韓

佐
牟
留
比
古
夜
斯
麻
斯
奴

夜
都
美
弥
之
女
久
斯
伊
那
多
比
祢

生
児
布
波
能
母
知
汗
那
須
奴

大
山
都
美
之
女
木
花
知
利
比
売

生
児
意
祢
都
奴
1

阿
麻
乃
都
刀
閑

卜
c
糊
H



－
o
◎
e
q
目
ー

乃
知
尼

婆
布
努
都
祢
美
之
女
布
豆
祢
美

生
児
天
布
由
伎
奴

嬰
佐
志
久
斯
布
刀
比
売
之
女
佐
志
久
斯
和
可
比
奴

生
児
大
国
主
命

一
名
大
物
主
亦
名
意
冨
阿
那
母
知

亦
名
八
千
枠
命
亦
名
宇
都
志
国
玉

亦
名
八
嶋
男
命
亦
名
大
己
貴
命
亦

（
圏
N
渥
）
理
坦
蕪
倒
e
『
爬
暇
羅
転
遡
蘇
』
雲
｝
善
蕪
毒
擁
韓



売命
亦
名
名
葦
原
色
表
命

命
亦
名
幸
術
魂
辞
代
主
命

名
八
千
弟
命

　
　
　
　
ー
①
c
q
H
ー

姿
天
止
牟
移
比
売

　
　
　
　
　
　
　
　
坐
粟
鹿
太
社

生
児
阿
米
弥
佐
利
命

又
婆
三
爆
杭
萎
玉
櫛
姫
撒
黙
天
墨
緩
奨
皇

次
溝
杭
矢
瀬
姫
躇
鯖
五
十
鈴
姫
命

次
五
十
鈴
依
姫
命
　
　
嫁
緩
靖
天
皇
生
安
寧
天
皇

妹又
嬰
溝
杭
耳
之
孫
女
活
玉
依
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
朝
臣
祖
也
自
神
武
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
御
世
始
至
綾
靖
天
皇
御
世

生
児
久
斯
比
賀
多
命

為
内
臣
国
権
臼
賜
墓

在
泉
国
知
努
乎
曽
村

（
以
下
略
）

（
圏
親
寝
）
迎
埋
蕪
剖
Q
『
旧
潰
羅
職
留
牒
』
ゆ
公
8
顛
応
騰
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神話研究における『粟鹿突明鶏元記』の史料価値（前之園）

　
次
に
右
の
二
種
の
『
元
記
』
に
つ
い
て
の
研
究
を
紹
介
し
よ
う
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
元
記
』
を
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
是

沢
氏
で
あ
る
。
氏
は
九
条
家
の
文
庫
中
に
九
条
家
本
『
元
記
』
を
発
見
さ
れ
、
ま
た
別
種
の
谷
森
本
『
元
記
』
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
架

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
昭
和
三
十
年
に
「
粟
鹿
神
社
祭
神
の
新
発
見
」
（
『
神
道
宗
教
』
十
号
）
、
三
十
一
．
二
年
に
「
粟
鹿

大
明
神
元
記
の
研
究
」
（
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
十
四
巻
三
号
、
十
五
巻
一
号
）
、
三
十
三
年
に
「
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
大
明
神
元
記
に

就
い
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
九
号
）
と
い
う
三
つ
の
論
文
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
さ
れ
た
。

氏
の
九
条
家
本
『
元
記
』
に
関
す
る
論
及
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
鎌
倉
な
い
し
室
町
初
期
の
写
し
で
あ
る
こ
と
、
中
世
以
来
混
乱
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
い
た
粟
鹿
神
社
の
本
当
の
祭
神
は
天
美
佐
利
命
で
あ
っ
た
こ
と
、
『
元
記
』
撰
録
の
和
銅
元
年
八
月
十
三
日
と
い
う
日
付
は
『
日
本

書
紀
』
（
以
下
、
『
紀
』
と
略
称
）
持
統
五
年
痴
丹
至
一
ゴ
降
に
大
三
輪
氏
以
下
十
八
氏
に
纂
記
を
上
進
せ
し
め
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な

く
、
『
元
記
』
は
大
三
輪
氏
が
上
進
し
た
纂
記
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
、
『
元
記
』
の
撰
録
者
神
部
直
根
悶
は
『
紀
』
天
智
二
年

三
月
条
に
「
中
将
軍
…
三
輪
君
根
麻
呂
…
率
三
一
万
七
千
人
一
打
二
新
羅
こ
と
み
え
る
三
輪
君
根
麻
呂
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
、
古
い

竪
系
図
で
「
嬰
」
星
児
L
な
ど
の
竪
系
図
用
語
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
平
安
初
期
の
和
気
系
図
（
円
珍
系
図
）
と
丹
後
国
与
謝
郡

籠
神
社
の
海
部
祝
系
図
の
み
で
あ
る
が
、
九
条
家
本
『
元
記
』
°
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
和
銅
の
竪
系
図
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
『
元
記
』
と
『
紀
』
と
が
対
応
す
る
箇
所
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
、
両
者
が
酷
似
な
い
し
近
似
す
る
か
ら
と
い
っ
て
一

概
に
『
紀
』
の
文
章
を
剰
窃
し
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
。
そ
し
て
確
か
に
『
元
記
』
の
中
に
は
漢
風
認
号
や
国
名
な
ど
和
銅
元
年
の
年

紀
と
矛
盾
す
る
点
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
原
本
は
相
当
に
古
い
も
の
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
判
断
さ
れ
、
こ
の
史
料
は
神
話
や

古
代
史
の
研
究
に
と
っ
て
は
勿
論
、
神
道
史
や
国
語
学
の
研
究
に
と
っ
て
も
す
こ
b
｛
る
貴
重
な
古
記
録
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

　
右
の
九
条
家
本
『
元
記
』
に
関
す
る
是
沢
氏
の
研
究
に
触
発
さ
れ
て
、
谷
森
本
『
元
記
』
を
も
と
に
二
古
代
氏
族
の
系
譜
ー
ミ
ワ

氏
族
の
移
住
と
隆
替
1
」
（
『
芸
林
』
七
巻
四
号
、
昭
和
三
十
一
年
）
と
い
う
論
老
を
発
表
さ
れ
た
の
が
田
中
卓
氏
で
あ
る
。
田
申
氏
は
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神話研究における『粟鹿美明稀元記』の史料価値（前之園）

是
沢
氏
が
九
条
家
本
『
元
記
』
ほ
ど
に
重
視
き
れ
な
か
っ
た
谷
森
本
『
元
記
』
を
拾
い
あ
げ
、
竪
系
図
で
記
述
き
れ
漢
風
誰
号
を
含
む

九
条
家
本
よ
り
も
、
　
『
釈
日
本
紀
』
所
引
「
上
宮
記
」
逸
文
な
ど
と
同
じ
く
系
譜
の
書
下
し
表
記
を
と
り
国
風
認
号
で
書
か
れ
た
谷
森

本
が
原
本
に
近
い
と
推
定
さ
れ
て
、
精
緻
な
検
討
と
考
証
を
加
え
ら
れ
た
。

　
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、
特
に
『
元
記
』
の
主
要
部
分
を
な
す
系
譜
部
分
は
『
記
紀
』
『
先
代
旧
事
本
紀
』
な
ど
の
古
文

献
と
異
同
を
含
む
独
自
な
所
伝
が
少
な
く
な
く
、
系
譜
の
書
法
に
お
け
る
「
上
宮
記
」
逸
文
と
の
類
似
、
神
后
皇
后
の
「
天
皇
」
の
称
、

　
め「
弥
」
の
特
殊
仮
名
遣
い
な
ど
か
ら
、
頗
る
貴
重
な
古
文
献
と
認
め
う
る
と
判
定
き
れ
た
。
更
に
勘
注
言
上
者
の
神
部
直
根
閑
は
『
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト
ツ
フ
ミ

天
智
二
年
三
月
条
の
三
輪
君
根
麻
呂
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
、
和
銅
元
年
八
月
十
三
日
と
い
う
年
紀
と
『
元
記
』
と
い
う
言
葉
に
つ

い
て
、
持
統
五
年
八
月
十
三
日
条
の
墓
記
（
纂
記
）
が
基
記
（
モ
ト
ツ
フ
ミ
）
の
誤
写
と
解
釈
す
る
と
、
〈
持
統
五
年
八
月
十
三
日
の

大
三
輪
氏
基
記
ー
大
宝
二
年
の
国
造
記
ー
和
銅
元
年
八
月
十
三
日
の
『
元
記
』
V
と
い
う
一
連
の
筋
道
が
辿
ら
れ
、
『
元
記
』
原
本
（
系

譜
部
分
の
原
形
）
の
成
立
し
た
和
銅
元
年
と
い
う
年
紀
を
疑
う
に
十
分
な
根
拠
に
乏
し
く
、
『
元
記
』
原
本
は
ま
さ
に
希
代
の
古
記
で

あ
る
と
結
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
氏
は
崇
神
天
皇
の
御
世
、
大
多
彦
命
が
西
国
平
定
に
派
遣
さ
れ
、
つ
い
に
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
村
に
定
住
し
て
但
馬
の
神
部

直
の
祖
と
な
っ
た
と
い
う
『
元
記
』
の
記
事
に
着
目
し
、
こ
れ
を
大
和
の
三
輪
氏
（
田
中
氏
で
は
イ
ヅ
モ
系
氏
族
）
の
分
派
の
移
住
と

解
釈
し
て
、
古
代
イ
ヅ
モ
族
の
本
貫
は
畿
内
大
和
で
あ
っ
て
崇
神
朝
に
そ
の
一
派
が
出
雲
へ
移
住
し
た
と
い
う
持
説
く
古
代
イ
ヅ
モ
族

の
ヤ
マ
ト
本
貫
説
V
を
補
強
き
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
論
文
が
同
氏
著
『
日
本
国
家
成
立
の
研
究
』
に
収
録
き
れ
た
昭
和
四
十
九

年
の
時
点
で
、
「
今
案
」
と
し
て
さ
き
の
補
強
の
試
み
を
撤
回
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
簡
略
な
が
ら
二
種
類
の
『
元
記
』
の
写
本
の
概
要
と
先
学
の
研
究
と
を
紹
介
し
て
き
た
。
鎌
倉
・
室
町
初
期
の
写
本
で
あ
る

九
条
家
本
と
明
治
時
代
に
写
さ
れ
た
谷
森
本
と
で
は
書
写
の
時
期
に
数
百
年
の
ひ
ら
き
が
あ
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
貴
重
な
古
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神話研究におけるr粟鹿炎明鶏元記』の史料価値（前之園）

記
録
で
あ
る
と
思
う
。
私
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
系
譜
の
書
下
し
表
記
の
谷
森
本
『
元
記
』
の
ほ
う
が
原
本
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
推
察
す
る
が
、
こ
の
問
題
の
進
展
の
た
め
に
も
谷
森
本
の
祖
本
で
あ
る
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
の
「
古
巻
」
が
一
日
も
早
く
世
に
出

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
と
に
か
く
是
沢
・
田
中
両
氏
の
精
密
な
す
ぐ
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
数
々
の
重
要
な
新
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
、
『
元
記
』
の
貴
重
な

史
料
価
値
が
立
証
さ
れ
た
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
次
に
両
先
学
の
騨
尾
に
附
し
て
、
い
さ
さ
か
愚
論
を
展
開
し
た
い
と
思
う
。

二
　
神
字
の
有
無
と
「
神
」
概
念
の
成
立

　
『
元
記
』
の
な
か
で
も
っ
と
も
『
記
』
の
出
雲
神
話
の
所
伝
と
酷
似
す
る
部
分
は
、
「
神
祖
伊
佐
那
伎
命
与
妹
伊
佐
那
美
命
二
神
相

生
之
児
」
と
い
う
本
文
書
出
し
か
ら
大
国
主
命
に
至
る
系
譜
部
分
で
あ
る
（
以
下
、
首
部
と
仮
称
す
る
）
。
し
か
も
こ
の
首
部
は
単
に

『
記
』
と
近
似
す
る
の
み
で
な
く
、
用
字
と
い
い
神
名
と
い
い
独
自
な
点
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
『
元
記
』
首
部
は
一
見
『
記
』

の
所
伝
と
非
常
に
似
か
よ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
見
方
を
か
え
れ
ば
全
然
似
て
い
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い

問
題
を
蔵
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
稿
で
は
こ
の
首
部
の
み
を
老
察
の
対
象
と
し
、
残
り
の
大
部
分
の
吟
味
は
後
日
を
期
し
た
い

と
思
う
。

　
き
て
、
『
元
記
』
首
部
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
『
記
』
の
所
伝
と
似
て
い
る
の
は
、
素
佐
乃
乎
命
か
ら
大
国
主
に
至
る
神
系
譜
で
あ

る
。
今
『
記
』
を
も
と
に
し
て
両
者
を
対
比
す
る
と
第
一
図
の
よ
う
に
な
る
。
括
弧
の
中
は
谷
森
本
『
元
記
』
。
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・

〔
第
一
図
〕

　
稲
田
宮
主
須
賀
之
八
耳
神

（
伊
那
多
美
夜
奴
斯
須
佐
能
夜
都
美
弥
）

（
素
佐
乃
乎
命
）

須
佐
之
男
命

神話研究におけるr粟鹿突明繹元記』の史料価値（前之園）

櫛
名

（
久
斯
伊
那
多
比
弥
）

　
　
　
（
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
古
夜
斯
麻
斯
奴
）

　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
士
奴
美
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
布
波
能
母
知
那
須
奴
）

田
比
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
波
能
母
遅
如
奴
須
奴
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
本
作
文
）

　
　
大
山
津
見
神
－
木
花
知
流
比
売

　
　
（
大
山
都
美
）
　
　
（
木
花
知
利
比
売
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
迦
美
神
－
日
河
比
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
濃
迦
美
）
　
（
日
河
比
売
）

（
深
淵
之
水
夜
礼
花
）

深
淵
之
水
夜
礼
花
神

天
之
都
度
闇
知
泥
神

（
阿
麻
乃
都
刀
閑
乃
知
尼
）

　
　
　
　
　
（
布
努
都
弥
美
）

（
意
弥
都
奴
）

濃
美
豆
奴
神

布
怒
豆
怒
神
ー
布
帝
耳
神

　
　
　
　
　
　
　
（
布
豆
弥
美
）

（
天
布
由
伎
奴
）

天
之
冬
衣
神

（
大
国
主
命
）

大
国
主
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
刺
国
大
神
　
　
　
　
刺
国
若
比
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
志
久
斯
布
刀
比
売
）
　
（
佐
志
久
斯
和
可
比
奴
売
）

　
両
者
を
対
比
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
世
系
に
つ
い
て
は
完
全
に
一
致
す
る
（
た
だ
し
九
条
家
本
に
は
深
淵
之
水
夜
礼
花
が
な

い
）
が
、
用
字
は
一
方
が
字
音
仮
名
を
多
用
し
て
い
る
の
に
他
方
は
字
訓
仮
名
が
多
い
。
神
名
も
か
な
り
一
致
す
る
と
は
い
え
八
嶋
士

奴
美
神
（
『
記
』
）
と
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
古
夜
斯
麻
斯
奴
（
『
元
記
』
、
こ
れ
は
む
し
ろ
『
紀
』
第
一
の
一
書
の
清
之
湯

山
主
三
名
狭
漏
彦
八
島
篠
の
方
と
近
い
）
な
ど
は
大
分
違
う
。
つ
ま
り
、
世
系
や
神
名
が
完
全
な
い
し
相
当
に
一
致
す
る
か
ら
と
い
っ

て
、
『
元
記
』
が
『
記
』
を
参
老
に
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
田
中
氏
は
両
者
の
関
係
を
「
直
接
の
親
子
関
係
に
あ
る
所
伝
で
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神話研究におけるr粟鹿美明翻元記』の史料価値（前之園）

な
く
、
親
を
等
し
く
す
る
兄
弟
関
係
の
系
譜
」
と
判
断
き
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
親
子
関
係
で
は
な
い
が
、
兄

弟
関
係
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
む
し
ろ
後
述
の
よ
う
に
『
紀
』
第
一
の
一
書
と
親
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
右
の
ご
と
き
異
同
の
ほ
か
に
重
大
な
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
元
記
』
首
部
の
神
名
は
『
記
』
の
神
名
と
ち
が
っ
て
、
す
べ
て
の
神

名
の
末
尾
に
神
字
が
附
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
点
が
見
落
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
『
元
記
』

首
部
の
み
な
ら
ず
『
元
記
』
そ
の
も
の
の
史
料
価
値
を
論
ず
る
上
で
、
重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。

　
『
記
紀
』
は
ほ
と
ん
ど
の
神
名
の
末
尾
に
神
字
を
附
し
て
お
り
、
な
か
で
も
『
記
』
の
場
合
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
し
か
し
『
記
紀
』

の
神
名
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
本
来
す
べ
て
の
神
々
が
「
ー
ノ
カ
ミ
」
「
－
神
」
と
い
う
ふ
う
に
「
カ
ミ
」
と
呼
ば
れ
、
神
字
を

附
き
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
す
こ
ぶ
る
疑
問
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
記
紀
』
の
神
名
を
二
、
三
比
較
し
て
み
て
も
、
句
句
廼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

馳
（
『
紀
』
）
と
久
久
能
智
神
（
『
記
』
）
、
大
山
砥
（
『
紀
』
）
と
大
山
津
見
神
（
『
記
』
）
、
金
山
彦
（
『
紀
』
）
と
金
山
毘
古
神
（
『
記
』
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

岡
象
女
（
『
紀
』
）
と
弥
都
波
能
売
神
（
『
記
』
）
の
よ
う
に
、
『
紀
』
に
く
ら
べ
て
『
記
』
は
ほ
と
ん
ど
の
神
名
の
末
尾
に
画
一
的
に
神

字
を
書
き
加
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
字
が
附
さ
れ
て
い
な
い
『
紀
』
の
神
名
が
古
形
で
、
『
記
』
の
神
名
は
修
飾
き
れ
た
後

の
形
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
字
が
附
さ
れ
て
い
な
い
『
元
記
』
首
部
の
神
名
は
、
画
一
的
に
神
字
を
書
き
加

え
た
『
記
』
の
神
名
よ
り
も
古
い
所
伝
な
の
で
あ
り
、
こ
の
九
条
家
本
・
谷
森
本
『
元
記
』
首
部
こ
そ
は
、
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
の
最

古
の
形
を
伝
え
る
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
問
題
に
し
て
い
る
神
字
の
有
無
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
溝
口
睦
子

氏
の
「
記
紀
神
話
解
釈
の
一
つ
の
試
み
」
（
『
文
学
』
四
十
一
巻
十
・
十
二
号
、
四
十
二
巻
二
・
四
号
）
と
題
す
る
論
文
に
よ
る
と
、
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

い
時
代
に
は
ミ
・
チ
・
ネ
・
ヒ
・
ノ
・
タ
マ
・
ヌ
シ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
神
霊
・
精
霊
を
「
神
」
と
い
う
概
念
で
総
括
的
に
と
ら
え
る
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

想
や
信
仰
は
発
達
し
て
お
ら
ず
、
山
の
神
や
木
の
精
や
稲
の
霊
な
ど
は
単
に
ヤ
マ
ツ
ミ
・
ク
ク
ノ
チ
．
イ
ナ
ヒ
と
呼
称
さ
れ
、
ミ
．
チ
．
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ヘ
　
　
ヘ

ヒ
と
し
て
観
念
き
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
カ
ミ
も
ア
ラ
ブ
ル
カ
ミ
と
い
う
よ
う
に
恐
る
べ
き
自
然
や
自
然
の
物
を
表
わ
す
一

つ
の
言
葉
で
し
か
な
く
、
ミ
・
チ
・
ネ
・
ヒ
な
ど
き
ま
ざ
ま
な
神
霊
観
・
自
然
観
を
表
現
す
る
言
葉
と
同
列
の
言
葉
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
種
々
雑
多
な
個
々
の
神
霊
観
や
自
然
観
を
『
記
紀
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
神
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

概
念
で
総
括
し
て
、
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
神
・
ク
ク
ノ
チ
ノ
神
・
ム
ス
ヒ
ノ
神
と
い
う
ふ
う
に
「
神
」
と
い
う
一
つ
の
語
で
統
一
的
に
表
現
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
神
」
概
念
の
発
達
は
六
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

ご
く
大
雑
把
な
紹
介
に
す
ぎ
な
い
が
、
溝
口
氏
の
見
解
は
神
字
の
な
い
『
元
記
』
首
部
の
神
名
と
画
一
的
に
神
字
を
附
し
た
『
記
』
の

神
名
と
を
見
く
ら
べ
る
と
き
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
要
す
る
に
、
神
名
の
末
尾
に
画
一
的
に
神
字
を
書
き
加
え
「
神
」
概
念
の
な
か
で
と
ら
え
な
お
し
た
『
記
』
に
く
ら
べ
、
大
山
都
美

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

・
阿
麻
乃
都
刀
閑
乃
知
尼
・
意
弥
都
奴
の
よ
う
に
、
ー
ミ
、
ー
チ
ネ
、
ー
ヌ
と
い
う
本
然
的
な
古
い
神
霊
表
現
を
残
し
、
そ
の

下
に
神
字
が
附
加
き
れ
て
い
な
い
『
元
記
』
首
部
の
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
は
、
『
記
紀
』
的
な
「
神
」
概
念
成
立
以
前
の
も
の
で
あ
る
と

推
定
で
き
る
の
で
あ
り
、
は
か
ら
ず
も
溝
口
氏
の
主
張
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
田
中
氏
が
指
摘
き
れ
た
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

『
記
』
の
系
譜
記
載
様
式
は
、
「
兄
八
嶋
士
奴
美
神
、
婆
二
大
山
津
見
神
之
女
、
名
木
花
知
流
比
売
輔
生
子
、
布
波
能
母
遅
久
奴
須
奴

ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

神
。
此
神
、
姿
二
汲
迦
美
神
之
女
、
名
日
河
比
売
↓
生
子
、
深
淵
之
水
夜
礼
花
神
。
此
神
、
婆
二
天
之
都
度
閑
知
泥
神
↓
生
子
、
涙
美
豆

　
へ
奴
神
。
：
・
」
と
い
う
ぐ
あ
い
に
「
此
神
」
の
一
句
を
挿
入
し
て
、
「
此
神
、
婆
二
B
一
生
児
C
、
此
神
、
婆
二
D
一
生
児
E
」
と
い
う
よ
う

に
「
嬰
」
と
「
生
」
の
主
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
『
元
記
』
は
「
此
素
佐
乃
乎
命
…
…
嬰
二
A
一
生
児
B
、
婆
二
C
一
生
児
D
、
婆
二

E
一
生
児
F
」
と
い
う
ぐ
あ
い
に
「
此
神
」
の
一
句
が
挿
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
C
や
E
を
婆
っ
た
主
格
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
こ

の
点
は
『
釈
日
本
紀
』
所
引
「
上
宮
記
」
逸
文
の
系
譜
記
載
様
式
と
同
じ
で
あ
る
。
右
の
じ
と
く
『
元
記
』
首
部
の
記
載
様
式
に
お
い

て
「
此
神
」
の
一
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
が
「
上
宮
記
」
逸
文
と
同
じ
く
古
い
書
式
を
伝
え
る
も
の
だ
か
ち
で
あ
ろ
う
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神話研究における『粟鹿美明葎元記』の史料価値（前之園）

が
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
『
元
記
』
の
神
名
の
末
尾
に
神
字
が
な
く
、
「
神
」
概
念
成
立
以
前
の
系
譜
で
あ
る
が
故
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
以
上
、
神
名
の
末
尾
に
お
け
る
神
字
の
有
無
と
い
う
点
に
注
目
し
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
九
条
家
本
．
谷
森
本
『
元
記
』
が
原
本

の
内
容
を
か
な
り
忠
実
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
し
か
も
原
『
元
記
』
首
部
が
依
拠
し
た
史
料
の
古
さ
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
原
『
元
記
』
が
参
老
に
し
た
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
は
、
六
世
紀
頃
に
成
立
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
に
か
く
、
『
元
記
』
首
部
は
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
に
つ
い
て
の
最
古
の
史
料
で
あ
り
、
「
神
」
概
念
の
形
成
を
老
え
る
上
で
も
格
好
の

文
献
と
い
え
る
。

三
　
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
に
つ
い
て

e
　
『
紀
』
第
一
の
一
書
と
の
比
較

　
『
記
』
お
よ
び
『
紀
』
本
文
に
よ
る
と
、
素
佐
乃
乎
命
は
高
天
原
か
ら
追
放
さ
れ
て
出
雲
に
天
下
り
、
山
岐
大
蛇
を
退
治
し
て
、
そ

の
尾
か
ら
出
現
し
た
宝
剣
を
高
天
原
に
献
上
し
、
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
元

記
』
首
部
に
は
「
此
素
佐
乃
乎
命
登
レ
天
、
従
レ
天
降
－
来
二
於
出
雲
樋
川
上
鳥
上
山
↓
嬰
二
伊
那
多
美
夜
奴
斯
名
須
佐
能
夜
都
美
弥
之
女

久
斯
伊
那
多
比
弥
一
生
児
、
…
…
」
と
あ
る
の
み
で
、
大
蛇
退
治
も
宝
剣
献
上
の
こ
と
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
出
雲
に
天
下
っ
て
た
だ

ち
に
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
元
記
』
首
部
に
お
け
る
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
元
記
』
と
『
記
紀
』
の
所

伝
の
対
比
表
を
つ
く
っ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第
二
表

神話研究における『粟鹿突明翻元記』の史料価値（前之園）

元
　
　
記

古
事
記

紀　（宝剣出現章）書本日

本
　
文

第
一
の
一
　
書

第
二
の
一
　
書

第
三
の
一
　
書

第
四
の
一
　
書

④

降
臨
の
地
名

出
雲
樋
川
上
鳥

上
山

出
雲
国
之
肥
河

上
名
鳥
髪
地

出
雲
国
簸
之
川

上出
雲
簸
之
川
上

安
芸
国
可
愛
之

川
上

新
羅
国
、
出
雲

国
簸
川
上
所
在

鳥
上
之
峯

◎

イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
父
母

の
名

伊
那
多
美
夜
奴
斯
名
須

佐
能
夜
都
美
弥

足
名
椎
（
稲
田
宮
主
須

賀
之
八
耳
神
）
手
名
椎

脚
摩
乳
・
手
摩
乳
（
稲

田
宮
主
神
）

稲
田
宮
主
蟹
狭
之
八
箇

耳脚
摩
手
摩
（
稲
田
宮
主

簑
狭
之
八
箇
耳
）

脚
摩
乳

手
摩
乳

◎

㊥

ス
サ
ノ
ヲ
・
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
子
の
名

蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
古

夜
斯
麻
斯
奴

八
嶋
士
奴
美
神

大
已
貴
神

大
蛇
退
治

の
有
無

無
し

有
り

有
り

清
之
湯
山
主
三
名
狭
漏
彦
八
嶋
篠

（一

]
、
清
之
繋
名
坂
軽
彦
八
嶋
手
命
、

又
云
、
清
之
湯
山
主
三
名
狭
漏
彦
八
嶋
゜

野
）

無
し

有
り

有
り

有
り

㊥

㊦

宝
剣
の

献
　
上

無
し

天
照
大
御

神
へ

天
神
へ

無
し

無
し

無
し

天
へ

大
国
主
命
の

世
系

◎
の
五
世
孫

◎
の
五
世
孫

ス
サ
ノ
ヲ
の
子

◎
の
五
世
孫

⑳
の
六
世
孫

⑳
の
五
世
孫
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神話研究における『粟鹿突明翻元記』の史料価値（前之園）

　
第
二
表
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
大
蛇
退
治
も
宝
剣
の
献
上
も
な
い
の
は
『
元
記
』

記
』
に
対
応
す
る
第
一
の
一
書
の
全
文
を
書
き
出
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
元
記
』

此
素
佐
乃
乎
命
登
レ
天
、
従
レ
天
降
－
来
二
於
出
雲
樋
川
上
鳥
上

山
ハ
嬰
二
伊
那
多
美
夜
奴
斯
名
須
佐
能
夜
都
美
弥
之
女
久
斯

伊
那
多
比
弥
一
生
児
、
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比

古
夜
斯
麻
斯
奴
、
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・

…
人
四
代
略
）
…
：
…
…
…
：
…
・
：
…
…
：
大
国
主
命
、
…
…

O
　
●
　
．

と
『
紀
』
第
一
の
一
書
だ
け
で
あ
る
。
左
に
『
元

　
第
一
の
一
書

素
菱
鳴
尊
、
自
レ
天
而
降
二
到
於
出
雲
簸
之
川
上
殉
則
見
一
一
稲

田
宮
主
貧
狭
之
八
箇
耳
女
子
号
稲
田
媛
↓
乃
於
奇
御
戸
為
起

而
生
児
、
号
二
清
之
湯
山
主
三
名
狭
漏
彦
八
嶋
篠
幻
　
一
云
、

清
之
繋
名
坂
軽
彦
八
嶋
手
命
。
又
云
、
清
之
湯
山
主
三
名
狭

漏
彦
八
嶋
野
。
此
神
五
世
孫
、
即
大
国
主
神
。
篠
、
小
竹
也
。

此
云
二
斯
奴
一
。

　
右
の
よ
う
に
『
元
記
』
と
第
一
の
一
書
は
構
文
が
よ
く
似
て
お
り
、
第
一
の
一
書
が
「
此
神
五
世
孫
、
即
大
国
主
神
」
と
途
中
の
系

譜
を
略
省
し
て
い
る
点
が
少
し
違
う
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
両
者
は
大
筋
で
一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
に
細
か
い
点
で
も

酷
似
し
て
い
る
。
先
の
第
二
表
を
見
る
と
、
④
「
降
臨
の
地
名
」
に
関
し
て
は
『
記
』
・
『
紀
』
本
文
・
第
二
・
第
四
の
一
書
と
も
「
出

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

雲
国
」
「
安
芸
国
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
こ
れ
は
律
令
制
の
出
雲
国
や
安
芸
国
を
指
し
て
い
る
感
じ
が
強
い
が
、
『
元
記
』
と
第
一
の
一

書
で
は
単
に
「
出
雲
」
と
な
っ
て
い
て
、
国
郡
制
成
立
以
前
の
地
名
と
し
て
の
古
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
◎
「
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
父
母
の
名
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
つ
い
て
も
、
『
元
記
』
の
「
伊
那
多
美
夜
奴
斯
名
須
佐
能
夜
都
美
弥
」
と
第
一
の
一
書
の
「
稲
田
宮
主
賓
狭
之
八
箇
耳
」
は
完
全
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

致
す
る
。
一
方
、
『
記
』
で
は
「
稲
田
宮
主
須
賀
之
八
耳
神
」
と
あ
っ
て
、
ス
サ
と
ス
ガ
、
神
字
の
有
無
と
い
う
点
で
前
二
者
と
大
部

こ
と
な
る
。
⑤
「
ス
サ
ノ
ヲ
・
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
子
の
名
」
に
つ
い
て
も
、
『
元
記
』
の
「
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
古
夜
斯
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

麻
斯
奴
」
は
、
『
記
』
の
「
八
嶋
士
奴
美
神
」
よ
り
も
第
一
の
一
書
の
「
清
之
湯
山
主
三
名
狭
漏
彦
八
嶋
篠
、
…
…
篠
、
小
竹
也
。
此

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

云
一
一
斯
奴
こ
と
そ
っ
く
り
で
、
「
斯
奴
」
と
い
う
用
字
ま
で
同
じ
く
、
と
も
に
神
字
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
両
神
名
に
冠
せ
ら

れ
た
「
ス
ガ
ノ
ユ
ヤ
マ
」
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
大
原
郡
海
潮
郷
条
に
「
須
我
小
川
之
湯
淵
村
、
川
中
温
泉
」
と
あ
る
も
の
に
当
り
、

出
雲
在
地
の
伝
承
と
密
着
し
た
も
の
と
い
え
る
。
な
お
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
　
上
』
で
は
、
第
一
の
一
書
の
「
清

　
　
　
　
　
　
　
へ

之
湯
山
主
三
名
狭
漏
彦
八
嶋
篠
」
の
「
漏
」
字
を
「
る
」
と
訓
ん
で
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
『
元
記
』
で
は
「
牟
留
」
と
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
「
漏
」
は
「
む
る
」
も
し
く
は
「
も
る
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
（
そ
の
意
味
は
「
守
」
か
）
、
こ
れ
は
『
紀
』
編
者
が
も
と
の
資

料
の
「
牟
留
」
と
い
う
字
音
仮
名
表
記
を
「
漏
」
に
訓
訳
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
正
し
く
は
「
守
」
と
訳
す
べ
き

で
あ
っ
た
ろ
う
。
次
に
㊦
「
大
国
主
命
の
世
系
」
を
と
っ
て
み
て
も
、
『
元
記
』
と
第
一
の
一
書
は
と
も
に
ヤ
シ
マ
シ
ヌ
の
五
世
孫
と

い
う
こ
と
で
合
致
す
る
。
た
だ
第
一
の
一
書
に
は
途
中
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
系
譜
部
分
が
無
か
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
途
中
の
系
譜
を
省
略
し
た
た
め
に
、
「
此
神
五
世
孫
、
即
大
国
主
神
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
ま

で
で
あ
っ
て
、
元
来
『
元
記
』
と
同
じ
系
譜
が
そ
な
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　
き
て
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
田
中
氏
は
『
元
記
』
の
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
と
『
記
』
の
そ
れ
と
は
「
親
を
等
し
く
す
る
兄
弟
関

係
の
系
譜
」
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
が
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
『
元
記
』
は
む
し
ろ
『
紀
』
の
第
一
の
一
書
と
よ
く
似
て
い
る
。
大
蛇

退
治
や
宝
剣
献
上
の
要
素
が
な
く
、
神
名
が
よ
く
一
致
し
、
神
名
の
末
尾
に
神
字
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
数
々
の
点
で
共
通
す
る

第
一
の
一
書
こ
そ
『
元
記
』
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
大
蛇
退
治
・
宝
剣
献
上
の
要
素
が
な
い
『
元
記
』

と
第
一
の
一
書
の
素
朴
な
所
伝
こ
そ
、
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
の
本
然
的
な
古
い
伝
承
で
あ
り
原
形
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
元
記
』

首
部
に
お
け
る
こ
の
第
二
の
特
徴
は
、
古
風
な
字
音
仮
名
表
記
、
神
名
の
末
尾
に
神
字
が
附
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
と
あ
い
ま
っ

て
、
『
元
記
』
の
史
料
価
値
の
高
さ
を
証
明
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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口
　
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
の
形
成

山
岐
大
蛇
退
治
の
神
話
は
第
二
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
『
記
』
お
よ
び
『
紀
』
本
文
に
も
っ
と
も
詳
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
第
二
・

三
・
四
の
一
書
も
異
伝
を
伝
え
て
い
る
が
、
第
一
の
一
書
の
み
は
大
蛇
退
治
の
こ
と
は
一
言
半
句
も
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
大
蛇
退
治
神
話
の
諸
異
伝
を
比
較
検
討
し
、
こ
の
神
話
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
老
察
し
た

も
の
に
三
品
彰
英
氏
の
「
出
雲
神
話
異
伝
老
」
（
三
品
彰
英
論
文
集
『
建
国
神
話
の
諸
問
題
』
所
収
）
と
題
す
る
論
文
が
あ
る
。

　
三
品
氏
は
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
に
関
す
る
五
個
の
異
伝
（
『
記
』
、
『
紀
』
本
文
・
第
一
・
二
・
三
の
一
書
）
の
な
か
か
ら
、
a
降
臨

地
名
、
b
聖
婚
す
る
女
性
、
c
聖
婚
の
宮
居
、
d
オ
ロ
チ
退
治
、
e
神
剣
名
、
f
神
剣
の
奉
献
、
9
聖
婚
の
歌
の
、
七
要
素
を
抽
出
し
た

上
で
、
そ
の
七
つ
の
要
素
を
五
個
の
異
伝
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
大
蛇
退
治
神
話
が
三
つ
の
段
階
を
へ
て
形
成
発
展
し
た
と

結
論
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
は
『
紀
』
第
一
の
一
書
の
所
伝
で
、
素
佐
乃
乎
命
と
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
聖
婚
だ
け
が
語
ら
れ
て
い

る
（
a
・
b
・
c
）
。
第
二
段
階
の
『
紀
』
第
二
・
三
の
一
書
で
は
、
大
蛇
退
治
（
d
）
と
神
剣
（
e
）
の
話
が
加
わ
っ
て
本
格
的
な

大
蛇
退
治
の
神
話
が
形
成
き
れ
る
。
最
後
の
第
三
段
階
の
『
記
』
と
『
紀
』
本
文
の
所
伝
に
お
い
て
は
、
神
剣
を
奉
献
す
る
要
素
（
f
）

と
成
婚
歌
（
9
）
が
添
加
さ
れ
て
、
も
っ
と
も
文
学
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
蛇
退
治
と
神
剣
奉
献
の
要
素
が
欠
け
て

い
る
第
一
段
階
の
『
紀
』
第
一
の
一
書
の
所
伝
は
、
神
話
の
断
片
で
は
な
く
て
、
大
蛇
退
治
神
話
の
も
っ
と
も
初
期
的
な
原
形
で
あ

り
、
出
雲
の
祖
神
素
佐
乃
乎
命
を
巫
女
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
が
神
妻
と
な
っ
て
奉
祀
す
る
と
い
う
出
雲
在
地
の
儀
礼
や
信
仰
に
則
し
た
も
の
で

あ
る
。
三
品
氏
は
こ
れ
を
「
奉
斎
型
伝
承
」
と
命
名
き
れ
た
。

　
素
佐
乃
乎
命
と
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
聖
婚
の
み
を
語
る
第
一
の
一
書
の
素
朴
な
所
伝
こ
そ
、
大
蛇
退
治
神
話
の
原
初
的
な
形
に
ほ
か
な
ら

ぬ
と
い
う
三
品
氏
の
所
説
は
、
私
が
さ
き
に
こ
こ
ろ
み
た
『
元
記
』
の
所
伝
の
考
察
結
果
と
も
合
致
し
、
第
一
段
階
の
「
奉
斎
型
伝
承
」
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を
本
然
的
形
態
と
し
て
三
段
階
の
発
展
経
過
を
た
ど
る
と
い
う
三
品
氏
の
老
え
は
、
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
三
品
氏
同
様
、
『
紀
』
第
一
の
一
書
の
素
朴
な
所
伝
に
注
目
し
、
他
の
異
伝
と
の
比
較
を
通
し
て
論
究
ら
れ
た
人
に
次
田
真
幸
氏
が

あ
る
。
氏
は
「
八
岐
大
蛇
神
話
の
構
成
と
成
立
」
（
『
日
本
神
話
の
構
成
』
第
五
章
）
に
お
い
て
、
大
蛇
退
治
の
神
話
を
（
1
）
か
ら

（
4
）
の
四
つ
の
要
素
に
分
類
き
れ
、
（
2
）
大
蛇
退
治
と
（
4
）
ス
サ
ノ
ヲ
と
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
聖
婚
の
二
つ
は
基
本
的
モ
チ
ー
フ
に

は
違
い
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
も
（
4
）
こ
そ
は
も
っ
と
も
基
本
的
な
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
一
方
、
　
（
3
）
神
剣
献
上
の
要
素

は
本
来
こ
の
神
話
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
要
素
で
は
な
く
て
、
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
新
し
い
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
四
要
素
を
『
紀
』

の
四
種
の
一
書
に
配
当
す
る
と
、
第
一
の
一
書
は
（
1
）
簸
の
川
上
へ
の
天
下
り
と
（
4
）
、
第
二
の
一
書
は
（
1
）
（
2
）
（
3
）

（
4
）
、
第
三
の
一
書
は
（
2
）
（
3
）
（
4
）
、
第
四
の
一
書
は
（
1
）
（
2
）
（
3
）
の
要
素
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
問

題
の
第
一
の
一
書
は
（
2
）
と
（
3
）
を
欠
い
て
も
っ
と
も
単
純
で
あ
る
こ
と
、
第
四
の
一
書
に
（
4
）
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
お
よ
び
第
四
の
一
書
の
説
話
形
式
が
、
神
話
の
単
純
化
さ
れ
、
ま
た
は
省
略
き
れ
た
形
で
は
な
く
し
て
、
第
一

お
よ
び
第
四
の
一
書
の
伝
え
る
よ
う
な
単
純
な
形
の
説
話
が
組
み
合
わ
き
れ
る
て
と
に
よ
っ
て
、
『
記
』
や
『
紀
』
本
文
の
よ
う
な
完

成
し
た
神
話
が
で
き
あ
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
大
蛇
退
治
の
神
話
は
第
一
の
一
書
の
よ
う
な
素
佐
乃
乎
命
と
イ
ナ
ダ
ヒ

メ
と
の
結
婚
を
語
っ
た
単
純
な
説
話
が
、
簸
の
川
流
域
で
治
水
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
大
蛇
退
治
神
話
へ
発
展
し
、
ま

た
簸
の
川
上
流
が
砂
鉄
の
産
地
で
あ
っ
た
た
め
、
宝
剣
の
話
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
右
の
よ
う
に
次
田
氏
は
三
品
氏
が
考
察
の
外
に
お
か
れ
た
第
四
の
一
書
の
所
伝
も
含
め
て
検
討
き
れ
、
「
奉
斎
型
」
か
ら
「
退
治
型
」

へ
と
い
う
発
展
の
過
程
を
一
段
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
異
伝
の
比
較
検
討
を
基
本
に
し
て
論
究
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
三
品
・
次
田
両
氏
と
同
様
な
見
解
は
松
村
武
雄
氏
や
松
前
健
氏
の

所
説
に
も
み
ら
れ
る
。
松
村
氏
は
『
日
本
神
話
の
研
究
』
第
三
巻
に
お
い
て
、
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
は
本
然
的
に
は
「
招
ぎ
斎
き
型
」
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神話研究における『粟鹿美明魏元記』の史料価値（前之園）

で
あ
っ
て
「
退
治
型
」
で
は
な
い
と
さ
れ
、
「
招
ぎ
斎
き
型
」
か
ら
「
退
治
型
」
へ
の
変
転
を
、
母
胎
を
同
じ
く
す
る
新
神
素
佐
乃
乎

命
が
旧
神
大
蛇
を
邪
霊
と
し
て
退
治
す
る
宗
教
的
葛
藤
の
現
象
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
「
山
岐
大
蛇
神
話
の
構
造
と
形
成
」
（
『
日

本
神
話
の
形
成
』
第
三
章
）
に
お
け
る
松
前
氏
の
所
説
は
、
こ
の
神
話
の
原
形
を
農
耕
祭
式
と
し
て
の
「
招
ぎ
斎
き
型
」
と
み
な
し
、

紀
伊
を
本
拠
と
す
る
素
佐
乃
乎
命
信
仰
の
到
来
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
土
俗
は
一
変
し
、
旧
神
大
蛇
は
新
神
素
佐
乃
乎
命
に
よ
っ
て
斬
り

殺
さ
れ
る
怪
物
に
な
り
さ
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
右
に
紹
介
し
た
四
氏
の
研
究
は
、
大
蛇
退
治
神
話
の
原
初
的
形
は
第
一
の
一
書
に
み
ら
れ
る
ご
と
き
「
奉
斎
型
」
「
招
ぎ
斎
き
型
」

で
あ
り
、
そ
れ
が
「
退
治
型
」
へ
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
方
こ
う
し
た
老
え
方
に
対
す
る
異
論
も
存
在
す
る
。
『
シ
ン
ポ
ヅ
ウ
ム
日
本
の
神
話
3
・
出
雲
神
話
』
の
「
ニ
　
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
」
に
お
い
て
、
報
告
者
大
林
太
良
氏
は
三
品
氏
の
三
段
階
発
展
説
に
反
対
さ
れ
、
三
品
氏
が
一
番
古
い
形
だ
と
い
っ

て
評
価
し
た
『
紀
』
第
一
の
一
書
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
元
来
『
記
』
や
『
紀
』
本
文
の
大
蛇
退
治
神
話
と
だ
い
た
い
同
じ
こ
と
が
書
か

れ
て
あ
っ
た
の
が
、
そ
れ
と
よ
く
似
た
内
容
の
別
伝
を
『
紀
』
本
文
と
し
て
さ
き
に
記
し
た
の
で
、
本
文
と
少
し
違
う
点
だ
け
を
書
き

出
し
て
第
一
の
一
書
と
し
て
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
三
品
氏
の
シ
ェ
ー
マ
は
基
礎
か
ら
崩
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
シ
ン
ポ

ジ
ゥ
ム
の
出
席
者
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
清
司
氏
も
、
お
よ
そ
『
紀
』
の
一
書
と
い
う
も
の
は
、
例
外
は
あ
る
と
し
て
も
前
出
の
伝
承
は

こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で
見
る
べ
き
で
、
同
じ
一
書
で
も
本
文
あ
る
い
は
前
出
の
一
書
と
重
複
す
る
部
分
が
最
初
の
部
分

に
あ
た
る
と
き
に
は
、
こ
と
わ
り
な
し
に
省
略
し
て
異
伝
の
と
こ
ろ
か
ら
書
き
だ
し
、
お
し
ま
い
が
重
複
す
る
場
合
に
は
特
別
注
記
せ

ず
に
省
略
し
て
い
る
。
た
だ
し
文
申
に
重
複
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
部
分
を
”
云
々
“
と
記
し
て
略
す
。
「
こ
れ
が
基
本
的
な
一
書
の

省
略
を
含
め
た
記
述
形
式
」
で
あ
る
か
ら
、
三
品
氏
の
仮
説
は
正
し
く
な
い
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
紀
』
の
一
書
の
と
り
あ
つ
か
い
方
を
め
ぐ
っ
て
三
品
氏
と
大
林
・
伊
藤
両
氏
と
の
間
に
は
基
本
的
な
認
識
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
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神話研究における『粟鹿炎明糊元記』の史料価値（前之園）

た
し
か
に
大
林
．
伊
藤
氏
の
意
見
は
鋭
利
で
は
あ
る
が
、
第
一
の
一
書
に
関
す
る
限
り
、
こ
れ
は
大
蛇
退
治
も
宝
剣
献
上
も
な
い
『
元

記
』
の
所
伝
と
構
文
．
神
名
と
も
に
ほ
ぼ
ム
・
致
し
、
両
者
は
兄
弟
関
係
に
あ
る
史
料
と
推
測
き
れ
る
の
で
・
第
一
の
蕃
は
『
紀
』
本

文
と
の
重
複
を
さ
け
て
大
蛇
退
治
や
宝
剣
献
上
の
要
素
が
省
略
さ
れ
た
所
伝
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
と
思
う
。
大
蛇
退
治
と
宝
剣

献
上
の
要
素
を
欠
く
第
一
の
一
書
の
所
伝
を
大
蛇
退
治
神
話
の
原
形
で
あ
る
と
す
る
三
品
説
は
支
持
で
き
る
と
老
え
る
。

　
な
お
、
宝
剣
献
上
の
要
素
が
後
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
記
』
の
天
岩
戸
の
段
に
「
取
一
一
天
安
河
之
河
上
之
天
堅

石
↓
取
・
天
金
山
之
鉄
孟
、
求
鍛
人
天
津
麻
謬
而
、
科
・
伊
斯
許
理
度
売
命
↓
令
レ
作
レ
鏡
。
科
二
玉
祖
命
↓
令
レ
作
八
尺
勾
聰
之
吾

津
之
御
須
麻
流
之
珠
論
…
」
と
り
つ
三
種
の
神
器
製
作
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
津
麻
羅
は
何
を
作
・
た
か
明
確
で
な
い
・
お

そ
ら
く
剣
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
倉
野
憲
司
氏
は
天
津
麻
羅
の
下
に
「
令
レ
作
レ
剣
」
と
い
う
一
句
が
元
来
そ
な
わ
っ
て
い
た
の
を
、

後
に
草
薙
剣
献
上
の
話
が
割
込
ま
れ
た
た
め
に
、
意
図
的
に
「
令
・
作
・
剣
」
の
一
句
を
削
り
落
し
た
の
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
『
日

本
神
話
』
）
。
妥
当
な
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
大
蛇
退
治
や
宝
剣
献
上
の
記
述
は
な
い
。

　
と
に
か
く
、
天
下
っ
た
素
佐
乃
乎
命
が
た
だ
ち
に
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
之
結
婚
す
る
と
い
う
『
元
記
』
首
部
の
所
伝
は
、
大
蛇
退
治
も
宝
剣

献
上
の
要
素
も
な
い
『
紀
』
篁
の
蕃
の
所
伝
と
親
を
等
し
く
す
る
兄
弟
関
係
に
あ
る
所
伝
で
あ
り
・
山
岐
大
蛇
退
治
神
話
の
原
形

や
「
奉
斎
型
」
「
招
ぎ
斎
き
型
」
か
ら
「
退
治
型
」
へ
の
発
展
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
史
料
と
し
て
、
神
話
研
究
者
に
よ
っ
て
今
後

さ
ら
に
検
討
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四
　
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
に
つ
い
て

　
『
元
記
』
首
部
の
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
は
ほ
と
ん
ど
の
神
名
の
末
尾
に
神
字
が
附
さ
れ
て
い
ず
、
そ
の
間
に
大
蛇
退
治
も
宝
剣
献
上

の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
こ
の
神
系
譜
が
相
当
に
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
測
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神話研究におけるr粟鹿美明鐸元記』の史料価値（前之園）

さ
せ
る
・
次
に
『
元
記
』
の
古
風
な
字
音
仮
名
に
注
目
し
て
、
神
高
譜
成
立
の
年
代
に
ρ
い
て
考
．
そ
み
た
い
。

『
元
記
』
首
部
の
素
佐
乃
乎
命
か
ら
大
国
主
命
に
至
・
系
譜
は
、
ほ
と
ん
ど
の
神
名
が
李
；
日
の
字
立
日
仮
名
で
童
．
か
れ
、
『
記
』

の
そ
れ
に
く
ら
べ
克
し
て
古
風
を
感
じ
さ
皆
。
そ
・
で
「
柴
佐
乃
乎
命
…
」
か
三
、
大
国
主
命
（
一
名
．
亦
名
は
含
ま
ず
）
L

に
至
る
神
名
に
使
わ
れ
た
字
音
仮
名
を
・
推
覇
遺
文
藤
原
稟
簡
・
『
記
』
の
箋
・
仮
名
と
比
較
し
て
み
る
と
、
第
三
表
の
ご
と

く
で
あ
る
（
口
は
讐
朝
遺
文
゜
蔽
藤
原
稟
簡
、
蔽
『
記
』
の
仮
名
立
致
す
る
も
の
。
右
寄
は
甲
類
、
左
寄
は
乙
類
）
。

　
〔
第
三
表
〕

わらやまはなたさかあ
和　　　魎列匠列國列囲列國列匠列団1魎

膵

國

い
魑
き
肢
し
慨
ち
鶴
に
ー
ひ
優
み
魎

いり
匿

ゐ

匿11園

ラ
汗
く
囚
す
國

つ
圃
ぬ
團

ふ
囹
む
牟
ゆ
唾
る
匿

1宇
魑
際

・
えけせ

て
昼
ね
囮
へ
閑

め
匪

れ　　え

i圏

ゑ

1圃

ほ　の　と　そ

　1四囮ll［孔威

　　　　　　）　1能

こ　　お

個1游

　1圃

よも
1母

をろ
廓
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神話研究における『粟鹿美明翻元記』の史料価値（前之園）

　
右
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
『
元
記
』
の
仮
名
は
『
記
』
の
仮
名
と
か
な
り
よ
く
一
致
す
る
が
、
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
な
か
で

　
め
も
弥
は
推
古
朝
遺
文
に
特
有
な
上
古
音
で
あ
り
、
止
・
乎
も
『
記
』
に
み
え
な
い
仮
名
で
あ
る
。
ま
た
斯
は
『
記
』
で
は
、
本
文
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

も
歌
謡
の
中
に
多
く
み
ら
れ
る
仮
名
で
あ
り
、
「
斯
帰
斯
麻
宮
治
二
天
下
一
名
阿
米
久
雨
意
斯
波
羅
岐
比
里
雨
波
弥
己
等
…
…
」
（
元
興
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

露
盤
銘
）
の
よ
う
に
推
古
朝
の
金
石
文
で
は
シ
の
常
用
仮
名
で
あ
る
が
、
『
元
記
』
で
も
「
蘇
我
能
由
夜
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
古
夜
斯

　
へ
麻
斯
奴
」
と
い
う
ふ
う
に
多
用
き
れ
て
お
り
、
志
の
用
例
二
に
対
し
て
斯
の
用
例
は
七
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
　
『
元

記
』
の
仮
名
は
『
記
』
の
仮
名
と
相
当
に
一
致
す
る
と
は
い
え
、
推
古
朝
遺
文
や
藤
原
宮
木
簡
に
特
有
な
仮
名
と
も
一
致
す
る
も
の
も

あ
り
、
推
古
朝
遺
文
と
『
記
』
の
中
間
的
位
置
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
『
元
記
』
の
ミ
甲
類
に
対
す
る
二
種
類
の
仮
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
イ
「
須
佐
能
夜
都
糞
弥
」
、
ロ
「
大
山
都
葵
」
、
ハ
「
蘇

我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
裏
斯
麻
斯
奴
」
、
二
涙
迦
美
L
ホ
「
布
努
都
嚢
」
・
へ
「
布
旦
弥
蓼
へ
「
意
弥
都
奴
」
と
い
う

ふ
う
に
、
『
記
』
に
お
け
る
ミ
の
常
用
仮
名
美
と
と
も
に
古
層
の
仮
名
弥
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
イ
・
ホ
・
へ
の
場
合
は
「
美

弥
」
「
弥
美
」
と
い
う
新
旧
と
り
ま
ぜ
た
特
異
な
表
記
法
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
元
は
「
弥
弥
・
弥
弥
那
利
」
（
『
魏
志
』
倭
人
伝
、

投
馬
国
の
官
名
）
の
よ
う
に
「
弥
弥
」
で
あ
っ
た
公
算
が
高
い
。
こ
の
官
名
の
「
弥
弥
」
と
意
味
は
違
う
が
、
聖
徳
太
子
の
名
は
「
有

麻
移
刀
等
已
寡
乃
弥
己
等
」
（
元
興
寺
羅
銘
）
、
專
与
刀
課
杢
L
（
釈
迦
像
造
像
記
）
・
「
等
己
刀
課
乃
弥
己
等
」
（
天
寿
国

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

繍
帳
）
、
等
已
刀
弥
々
法
大
王
（
『
上
宮
記
』
逸
文
）
と
い
う
ふ
う
に
古
い
史
料
で
は
す
べ
て
「
弥
弥
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

『
記
紀
』
の
神
．
人
名
に
お
け
る
ミ
ミ
の
用
字
は
す
べ
て
「
美
美
」
「
耳
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
元
記
』
の
用
字
「
美
弥
・
弥
美
」
は

古
い
用
字
「
弥
弥
」
と
新
し
い
用
字
「
美
美
・
耳
」
の
中
間
的
形
態
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
『
元
記
』
の
仮
名
の
多
く
が
『
記
』

の
そ
れ
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
と
も
に
、
推
古
朝
遺
文
や
藤
原
宮
木
簡
に
し
か
み
え
な
い
仮
名
と
も
一
致
す
る
仮
名
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
少
く
と
も
『
元
記
』
の
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
に
お
け
る
仮
名
は
『
記
』
の
そ
れ
よ
り
も
や
や
古
い
時
代
の
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神話研究における『粟鹿炎明魏元記』の史料価値（前之園）

も
の
で
、
和
銅
元
年
の
年
紀
と
大
き
な
矛
盾
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
元
記
』
の
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
中
の
神
名
に
は
神
字
が
附
さ
れ
て
い
ず
、
大
蛇
退
治
神
話
の
原
形
と
老
え
ら
れ

る
所
伝
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
系
譜
が
作
ら
れ
た
の
は
も
っ
と
古
い
時
代
で
あ
ろ
う
。
そ
う
推
測
さ
れ
る
一
つ

の
理
由
は
、
こ
の
系
譜
の
非
氏
族
的
性
格
に
よ
る
。
『
記
』
の
所
伝
を
も
と
に
須
佐
之
男
命
か
ら
大
国
主
命
を
経
て
遠
津
山
岬
多
良
斯

神
に
い
た
る
十
六
代
の
出
雲
系
神
統
譜
を
簡
略
化
し
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

須
佐
之
器
人
嶋
表
美
神
－
布
波
能
母
遅
久
奴
須
奴
神
－
深
淵
之
水
夜
礼
花
神
－
濃
美
豆
奴
神
実
麦
、
衣
神
」

「
畜
主
鴛
鳴
輻
歯
忍
富
神
姦
之
多
気
佐
餐
奴
美
墓
章
翼
鐘
岐
士
心
麻
流
美
神
」

「
蓋
波
神
－
布
忍
鷺
鳴
海
神
－
春
腹
大
科
度
美
神
－
遠
津
山
岬
多
良
斯
神

　
み
ら
れ
る
と
お
り
長
大
な
系
譜
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
々
の
な
か
で
あ
る
特
定
の
氏
族
の
祖
神
で
あ
る
と
『
記
』
に
明
記
さ
れ
て

い
る
神
は
一
柱
と
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
も
純
粋
な
神
系
譜
で
あ
る
。
し
か
も
須
佐
之
男
命
と
大
国
主
神
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
活
動

が
語
ら
れ
な
い
神
ば
か
り
で
あ
る
。
氏
族
的
基
盤
を
も
た
な
い
こ
の
よ
う
な
神
系
譜
を
『
記
』
編
者
は
な
ぜ
長
々
と
書
き
連
ね
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
記
』
編
者
が
な
ん
ら
か
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
元
々
こ
の
神
系
譜
が
「
帝
紀
．
旧

辞
」
の
類
に
明
記
き
れ
て
い
た
が
故
に
、
そ
れ
を
忠
実
に
書
き
写
し
た
ま
で
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
際
に
、
『
記
』

編
者
は
こ
れ
ら
の
神
名
の
末
尾
に
画
一
的
に
神
字
を
附
加
す
る
と
い
う
潤
飾
を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜

は
す
で
に
六
世
紀
頃
に
形
成
き
れ
て
い
た
と
老
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
さ
て
、
先
に
考
え
た
『
元
記
』
の
字
音
仮
名
は
、
大
方
『
記
』
の
仮
名
と
一
致
し
て
さ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
が
、
一
部
に
弥
と
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い
う
上
古
音
や
「
美
弥
．
弥
美
」
の
よ
う
に
過
渡
的
な
用
字
法
が
含
ま
れ
、
後
者
は
「
弥
弥
」
と
い
う
推
古
朝
遺
文
の
用
字
法
に
復
原

す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
原
『
元
記
』
首
部
の
素
佐
乃
乎
命
神
商
譜
は
、
六
世
紀
頃
に
成
立
し
た
第
一
次
系
譜

を
、
を
和
銅
元
年
に
当
時
通
用
の
新
し
い
仮
名
を
取
り
入
れ
つ
つ
書
写
し
た
も
の
と
い
う
推
測
が
た
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
散
漫
な
が
ら
思
い
つ
き
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
九
条
家
本
・
谷
森
本
『
元
記
』
首
部
の
素
佐
乃
乎
命
神
喬
譜
は
す

こ
ぶ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
少
し
は
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
神
話
学
の
専
門
家
の
方
々
に
広
く
活

用
き
れ
、
更
に
深
く
究
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
是
沢
・
田
中
両
氏
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
詳
細
な
研
究
が
こ
れ
か
ら
も
続

け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
『
元
記
』
は
一
冊
の
注
釈
書
を
作
る
に
値
す
る
価
値
を
蔵
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
最
後
に
『
元
記
』
拝
観
の
便
宜
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
書
陵
部
の
橋
本
義
彦
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
十
月
三
十
日
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